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ふるさと福井県とともに
地域のお客さまとともに成長する銀行を目指して「粘り強く」、

「たくましく」歩んでまいります。

取締役頭取
東條　敬

取締役会長
三田村　俊文

平成26年12月

プロフィール(平成26年9月末現在／単体ベース)

目　次
ふるさと福井県とともに

プロフィール／経営理念・福邦の心

新「経営強化計画」

●地域社会への貢献
私どもは幸せな人間生活と豊かな社会づくりに貢献すること
を銀行活動の使命とします。

●健全なる経営
銀行の発展は、地域社会への貢献の証しであり、私どもの存在
を可能とするため、より健全な経営に心がけます。

●活力ある職場
私どもが人間として尊厳を勝ちとるための練成の場として、明
るく活力ある職場づくりに努めます。

●至誠の心
信頼の絆と責任を自覚し、お客さまにまごころを尽くします。

●和の心
お互いの立場を理解し、喜びを分かち合う心を育てます。

●進取の心
変化に対応する熱意と挑戦する心を養います。

●共存共栄の心
お客さま第一に徹し、共存共栄の心で奉仕します。

福邦の心

名 称

本 店 所 在 地
創　　　 立
資 本 金
総 資 産

預　　　 金
貸　 出　 金
自己資本比率
店　 舗　 数
従 業 員 数

株式会社 福邦銀行
THE FUKUHO BANK,LTD.
福井市順化１丁目６番９号
昭和 18 年 11 月５日
73 億円
4,563 億円

4,235 億円
3,197 億円
8.92%(国内基準)
39 カ店
546 名　皆さま方には、平素より福邦銀行をお引き立ていただき誠にありがとうございます。

　このたび、株主の皆さま、ならびに地域のお客さまに、当行の活動実績や経営情報等の概要をまとめました第 107
期 営業の中間ご報告「中間ミニディスクロージャー誌」を作成いたしましたので、ご高覧賜れば幸いでございます。
　さて、国内経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動があり、輸出や生産は弱めの動きとなってきてい
る一方で、雇用・所得環境の着実な改善が続き、個人消費は底堅く推移しております。先行きの国内経済は、緩やか
な回復基調を続け、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動の影響も次第に和らいでいくと思われます。
　また、当行グループの主たる営業基盤である福井県内経済におきましては、製造業・化学が高水準の生産を続けて
おり、業種別では、電子部品・デバイスが持ち直しに転じ、また、繊維も持ち直しの動きが見られます。個人消費は
基調として緩やかに持ち直しており、住宅投資、企業投資設備も全体としては、持ち直しの動きが続いております。
先行きについても、国内需要の底堅さと海外経済の持ち直しを背景に、全体としては緩やかに回復しております。
　このような環境下、当行グループは、経営強化計画に基づく諸施策を確実に実践し取り組んでまいりました。引き
続き「地域密着の徹底による経営強化」を基本方針に、地域経済の活性化を通じて、「地域のお客さまとともに成長
する銀行」を目指してまいります。
　今後とも、変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
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「頼られる銀行」

事業性取引

個人取引

地域経済活性化

地域経済活性化

一歩、一歩、確実にお客さまとともに
当行は「地域密着の徹底による経営強化」を掲げ、「課題解決型提案営業」の深化により中小規模
事業者から「頼られる銀行」となること、またお客さま目線の金融・情報提供サービスを通じて、
企業・家計の経済活動を支援すること、この事業性取引と個人取引(リテール)を地域経済の活性化
のための両輪として捉え、「地域のお客さまとともに成長する銀行」を目指す銀行像として掲げ展
開してまいります。

新「経営強化計画」 地域経済活性化に向けた具体的な取組み(平成26年4月〜平成29年3月)

■成長分野に対する取組み強化
■課題解決型提案営業の深化・本業支援の強化
■企業の成長ステージをフルサポートする商品
　ラインナップの充実
■法人営業マイスターの計画的育成
■個人向け取引の強化 等

■電子稟議システムの導入による融資事務
　フローの抜本的見直し
■営業活動時間の創出にむけた事務改善
■経費削減 等

■営業店運営の効率化
■営業店運営力の強化
■渉外評価体系の見直し
■若手行員の計画的育成
■女性行員の活躍推進 等

収益力の強化

地域活性化

組織力の発揮 業務の効率化

目 指 す 銀 行 像

「地域のお客さまとともに
 成長する銀行」

お客さま目線での金融・情報提供
による地域経済活動支援

新「経営強化計画」 新「経営強化計画」

「頼られる銀行」
「課題解決型提案営業の深化」

3 4
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例えばこんな時に･･･

課題解決型提案営業とは
当行はふるさと福井県とともに成長する銀行として、地域経済に貢献すべく中小企業の様々な
経営課題をお客さま目線で捉え、マイスター行員をはじめ、専門資格を有する行員や専門家に
よる FACE TO FACE の総合コンサルティングで最善の解決策をご提案、創業や資金調達など
に関するお悩みを解決いたします。「“ふくほうさん”ならまかせて安心」をモットーに福井県の

「頼られる銀行」としてこれからも積極的に皆さまの経営課題解決に協力させていただきます。

☝創業のアイデアはあるが、何から
　始めたらよいのかわからない･･･
☝新事業についての専門的なアドバイスが欲しい･･･

CASE
1

CASE
2

ふくほうがまとめて解決提案 福邦銀行では県、(公財)ふくい産業支援センター、商工会議所、政
府系金融機関と連携して、新分野に進出する地元中小企業を多角的
な支援で応援しています。

【ふるさと企業育成ファンド
 新分野展開スタートアップ支援助成金】
ふるさと福井で「100 年」単位で持続的な成長をする企業
を増やす総額 100 億円のファンド

【ふくい逸品創造ファンド】
ふくいの強みである繊維・眼鏡等の産業や技術、豊かな農
林水産物、特色ある観光資源等を活かした「ふくいの逸品」
新商品・サービスを開発促進する総額 50 億円のファンド

創業・新事業

経営相談

企業のライフステージ別経営サポート

ドンと来い！

創業や新事業を目指す方々へ資金面だけでなく、事業のイメー
ジを、具体的に文章や数字で表す事業計画書の策定サポート
や専門資格(コンサルティング資格・M&Aスペシャリスト等)
を有する行員の的確なアドバイスやビジネスマッチングで成
長市場への進出をサポートいたします。

☝経営の悩み、根気よく
　相談に乗ってくれるのは･･･

当行は、経営者の方々の経営課題に対し、専門家を有する
外部支援機関と連携した「経営相談会」を定期的に実施し
ております。ご相談は無料です。

• 創業　• 経営革新　• 事業計画書策定
• 販路開拓 • 事業承継　• その他経営相談

•(公財)ふくい産業支援センター
• 福井県中小企業診断士協会

各営業店等を会場に開催しております。
詳しい日時・会場等はお近くの営業店等
にてご確認ください。

■「移動経営相談会」

中小企業のうち年間売上が10億円未満の方

経営の多角化や事業転換に必要な経費

1,000万円（毎年度10件程度採択）

・金融機関、商工会議所、商工会、ふくい産業
 支援センターで支援チームを設置
・事業計画の進捗を確認するとともに、経営上のアドバイス
 を行うなど、計画達成に向けて継続的にフォローアップ

2/3

助成対象者

対象経費

助成率

助成限度額

支援チーム

恐竜ブランドビジネス化支援事業

スポーツ・医療関連分野展開による新事業創出支援事業

新たな土産品開発による『おもてなし』支援事業

地域資源等を活用した新商品開発・販路開拓支援事業

企業連携による産地競争力強化モデル事業

■

■

■

■

■

ふるさと産業の元気再生への取組み

【外部機関との連携】

【相談日時・会場】

【相談内容】

●経営相談
●事業計画書
　策定サポート
●ご融資・助成金

●経営相談
●新事業進出
●産学官連携
●成長分野・成長市場

●経営相談
●経営改善計画書
　策定サポート
●M&A

●経営相談
●M&A
●事業継承・自社株評価

創業・開業 成長安定 事業再生 事業継承

創業や資金調達等で
お悩みのお客さまへ

ふくほうならではの
課題解決型営業とは？

今後の
課題は？

お客さまの成長を支える課題解決営業を、広く
他の渉外行員(後輩など)へ伝えていくことが課
題です。行内でのロールプレイング研修や、専
門性の高い法人営業グループ行員との同行訪
問など、地道に継続して行うことで、銀行全体
が地域のお客さまに密着したスピードある課題
解決営業を行えるよう取組んでいきます。

これまでの営業活動は、運転資金のご提案、設
備資金ニーズの発掘、決算書などから借入金利
や、返済額などを読み取り、当行での借換メリッ
トなどを提案するものでした。近年では、国・県
の公的支援制度を大いに活用することで、今ま
で以上の顧客メリットを追求して、更なる接点を
もつことで、地域のお客さまが当行を身近に感じ
ていただける課題解決を築いております。

Q1 Q2

現 場 の 行 員 に 聞 く

特集①
地域経済
活 性 化
の ために

ふ　く　ほ　う の課題解決型提案営業

本店営業部　西川隆弘
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100
00

100
00

100
00

お借入れ時だけでなく、お借入れ後のご利用しやすさも追求した当行の基本商品です。
お借入れからご返済まで、金利割引幅は変わりません
お借入れからご返済まで、店頭表示金利からの金利割引幅は変わらず、安心してご利用いただけます。

頭金なしでもお申込み可能
ご自宅の新築・増改築、中古住宅のご購入のほか、他金融機関からのお借り換えにもご利用いただけ、
頭金なしでもお申込みが可能です。

「一部繰上返済」は手数料無料でご利用いただけます。

POINT
1

POINT
2

POINT
3

万一の場合に備えながら、老後の
生活資金の準備や資産形成にお役
立ていただけます。

病気やケガの入院や手術などに対
して、しっかりと備えることがで
きます。

万一の際に、毎月決められた金額
を遺族などが受け取ることができ
ます。

がんと診断された時やがんでの入
院・手術の時などに、診断給付金
や入院給付金などを受け取ること
ができます。

大切なお子さまの将来に備え、積
立感覚で無理なく教育資金を準備
するのにお役立ていただけます。

個人年金 医療保険

収入保障保険 がん保険

学資保険

ふくほうの
生活応援サービス
大切な夢に向かって一歩、一歩、歩んでいるお客さまを全力
で応援すること…それはお客さまの生活がより実りあるも
のになれば、福井もより魅力的なふるさとになることだと福
邦は考えるからです。当行ではお客さまの大切なライフイベ
ントにあわせた最適なサービスをご用意しております。

特集②
充 実した
ライフプラン
の ために

大切な夢のため、
これからの未来のため

より実りのある生活のため

NISAではじめよう投資信託

住宅ローン「技」
お借入れ時だけでなく、お借入れ後のご利
用しやすさも追求した当行の基本商品です。

フリーローン モア
担保・保証人不要。借り換えも可能な
フリーローンです。

マイカープラン・マイカーローン
「Bo 〜 n!」・新オートローン
自家用車やバイクの購入、借り換え、車検、
修理、免許取得などの自動車関連費用に
ご利用いただけます。

教育プラン スタンダードタイプ・
教育プラン フリータイプ・まなび隊！
対象のご子弟が必要とされる進学・在
学に関する資金にご利用いただけます。

定期積金 ( スーパー積金 )
計画的な資金づくりに最適です。
毎月一定額を積み立てる毎月型と、毎月のほかに年 2 回増額できるボーナス併用型があります。

退職金定期 ( 夢えがく )
退職金をお受取された方に、資金運用のひとつとしてご利用になれます。

〈フリーローン〉

住宅ローン「匠」
基本商品「技」を
さらに磨き上げた商品です。

かりる

ためる
ふやす

万一の時に、必要な資金そなえる

子育て応援定期
福邦銀行は、子育てに頑張る家族を応援しています。お子様の人数に応じて金利の上乗せをします。

マイホームの購入・新築はもちろん、現在お借入れの住宅ローンの
借り換えまで幅広くご用意。

投資信託は、国内外の「株式」や「債券」などに分散投資する金融商品です。
1 万円から資産運用の専門家に任せることができるので、「資産運用は
はじめて」という方もチャレンジしやすいのが特長です。 福邦銀行では、
お近くの各営業店窓口でじっくりご相談いただけます。

特約期間

基準金利

最大割引幅

最大割引後金利

年2.40%

年1.70%

年0.70%

年2.45%

年1.70%

年0.75%

年2.70%

年1.80%

年0.90%

年3.20%

年2.00%

年1.20%

2年 3年 5年 10年

平成26年12月1日現在

〈マイカーローン〉 〈教育ローン〉

〈住宅ローン〉
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CASE
２

特集③
ふ る さと
活 性 化
の ために

　訪問活動や電話セールスを通じて、それぞれのお客さまに合ったおすすめ商品や女性ならで
はの目線と細かな気配りで、日々の営業活動に取り組んでおります。

　福井県の乳がん死亡率は全国 2位となっており、現在、日本女性の 16人に
ひとりが乳がんになると言われています。福井県の場合は、女性が社会で活躍
する労働人口が高いこともあり、行職員が安心して働ける環境づくりと、がん
に関する正しい知識を普及するための啓発活動に取り組んでおります。

女性目線での店舗づくり
　「私ならこういう店で働きたい」、私だけでなく、行員みんながそう思えるよう心がけています。例え
ば、育児などで休暇を気兼ねなく取れるような社内雰囲気づくりや、店内ディスプレイのアレンジなど
店内の雰囲気づくりに常に取組んでいます。

子育てと両立　営業統括部　駒崎　恵美
「子育てネットワーク」活用で前向きに

　育児休暇から復帰する際、新商品や業務内容の変更点など、不安が一杯でしたが、行内での子育てネ
ットワークを活用した取組み「子育て復帰リハビリパワフルサタデー」を通じて、同じ立場のママさん
行員と子育ての悩みや業務の情報交換などで、復帰に向けて前向きな気持ちになれました。『皆さんに助
けてもらいながら、何とかなる！！（笑）自分だけではない』と感じて不安がやわらぎ、積極的に仕事に
取り組んでいます。

「女性活躍」でビジネスチャンスを発掘！！！

CASE
１

ふくほうの輝く女性
福邦銀行では、女性の社会進出を推進するために、性別の
区別なく、女性行員が活躍できるようにワークライフバラ
ンスやダイバーシティへの取組みを積極的に行っていま
す。なぜなら、「女性行員の活躍」により、女性の働きやす
い環境を整えることで組織力UPとなり、地域活性化へつ
ながると考えるからです。

管理職として活躍する 　幾久支店 調査役　坂本　有香
就活女子応援員　総務部　金居　里枝
かけがえのない福井の良さを PR
　福井県の活動で、県内企業で働く女性『ふくいの就活女子応援員』という事業があります。県内企業
12 社から 25 名選ばれ私もその一員です。本県出身の女子学生の皆さんに、福井の暮らしやすさ、働い
ていてよかったと思えること、学生時代には分からなかった福井の良さなど、社会人経験を通じた「生
の声」を届けていき、この交流で、より福井で働くことの魅力について、理解を深めていただき、「福井
の企業で就職したい」という女性を増やしていきたいです。

CASE
３

ふくほうのピンクリボン運動

ふくほうで活躍している３人に聞きました。
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女性活躍
女性ならではの

気づき

組織の活性化
女性が働きやすい

職場

地域経済
活 性 化
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当行は、国内基準を適用のうえ、平成26年3月末より新しい自己資本比率規制
(バーゼルⅢ国内基準)により自己資本比率を算出しております。

科　　　　目 金　　　額
（ 資 産 の 部 ）

現 金 預 け 金 23,108
有 価 証 券 110,769
貸 出 金 320,151
外 国 為 替 218
そ の 他 資 産 2,099
有 形 固 定 資 産 4,556
無 形 固 定 資 産 344
繰 延 税 金 資 産 6
支 払 承 諾 見 返 1,310
貸 倒 引 当 金 △ 　　5,992
資 産 の 部 合 計 456,572
（ 負 債 の 部 ）

預 金 423,367
借 用 金 7,000
そ の 他 負 債 2,734
賞 与 引 当 金 263
退 職 給 付 に 係 る 負 債 875
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 211
睡眠預金払戻損失引当金 44
利 息 返 還 損 失 引 当 金 2
偶 発 損 失 引 当 金 108
再評価に係る繰延税金負債 540
支 払 承 諾 1,310
負 債 の 部 合 計 436,458
（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金 7,300
資 本 剰 余 金 6,256
利 益 剰 余 金 4,765
自 己 株 式 △� 233

株 主 資 本 合 計 18,089
その他有価証券評価差額金 1,393
土 地 再 評 価 差 額 金 750
退職給付に係る調整累計額 △� 119
その他の包括利益累計額合計 2,024
純 資 産 の 部 合 計 20,113
負債及び純資産の部合計 456,572

中間連結貸借対照表(平成26年９月30日現在) (単位：百万円)

科　　　　目 金　　　額

経 常 収 益 4,803

資 金 運 用 収 益 3,520

（う ち 貸 出 金 利 息） （ 2,723）

（うち有価証券利息配当金） （ 773）

役 務 取 引 等 収 益 554

そ の 他 業 務 収 益 54

そ の 他 経 常 収 益 674

経 常 費 用 3,784

資 金 調 達 費 用 196

（う ち 預 金 利 息） （ 183）

役 務 取 引 等 費 用 439

そ の 他 業 務 費 用 41

営 業 経 費 3,005

そ の 他 経 常 費 用 101

経 常 利 益 1,019

特 別 利 益 －

特 別 損 失 28

固 定 資 産 処 分 損 0

減 損 損 失 27

税金等調整前中間純利益 991

法人税、住民税及び事業税 22

法 人 税 等 調 整 額 20

法 人 税 等 合 計 42

少数株主損益調整前中間純利益 948

中 間 純 利 益 948

(単位：百万円)中間連結損益計算書（平成26年4月1日から　）　平成26年9月30日まで

(単位：百万円)

949

600
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平成26年9月末平成26年3月末平成25年9月末

バーゼルⅢ

444 百万円
(前年同期比 △262百万円)

4,235 億円
(前期比 +58億円)

3,197 億円
(前期比 +5億円)

8.92%
(前期比 +0.17%)

1,019 百万円
(前年同期比 +275百万円)

949 百万円
(前年同期比 +349百万円)
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中間純利益

預金残高

貸出金残高
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■自己資本比率  ■うちTier1 比率

単体自己資本比率

業績ハイライト(単体) 第 107 期中間連結財務諸表
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中間損益計算書
科　　　　目 金　　　額

経 常 収 益 4,734

資 金 運 用 収 益 3,511

（う ち 貸 出 金 利 息） （ 2,714）

（うち有価証券利息配当金） （ 773）

役 務 取 引 等 収 益 506

そ の 他 業 務 収 益 54

そ の 他 経 常 収 益 661

経 常 費 用 3,714

資 金 調 達 費 用 195

（う ち 預 金 利 息） （ 183）

役 務 取 引 等 費 用 420

そ の 他 業 務 費 用 41

営 業 経 費 2,967

そ の 他 経 常 費 用 90

経 常 利 益 1,019

特 別 利 益 －

特 別 損 失 28

固 定 資 産 処 分 損 0

減 損 損 失 27

税引前中間純利益 991

法人税、住民税及び事業税 22

法 人 税 等 調 整 額 20

法 人 税 等 合 計 42

中 間 純 利 益 949

科　　　　目 金　　　額
（ 資 産 の 部 ）

現 金 預 け 金 23,108
有 価 証 券 111,139
貸 出 金 319,765
外 国 為 替 218
そ の 他 資 産 1,686
有 形 固 定 資 産 4,555
無 形 固 定 資 産 343
繰 延 税 金 資 産 6
支 払 承 諾 見 返 1,310
貸 倒 引 当 金 △� 5,762
資 産 の 部 合 計 456,371
（ 負 債 の 部 ）

預 金 423,518
借 用 金 7,000
そ の 他 負 債 2,551
未 払 法 人 税 等 32
リ ー ス 債 務 354
資 産 除 去 債 務 50
そ の 他 の 負 債 2,114

賞 与 引 当 金 261
退 職 給 付 引 当 金 752
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 211
睡眠預金払戻損失引当金 44
偶 発 損 失 引 当 金 108
再評価に係る繰延税金負債 540
支 払 承 諾 1,310
負 債 の 部 合 計 436,299
（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金 7,300
資 本 剰 余 金 6,256
資 本 準 備 金 6,256

利 益 剰 余 金 4,604
利 益 準 備 金 218
そ の 他 利 益 剰 余 金 4,386
繰 越 利 益 剰 余 金 4,386

自 己 株 式 △� 233
株 主 資 本 合 計 17,928

その他有価証券評価差額金 1,393
土 地 再 評 価 差 額 金 750

評価・換算差額等合計 2,144
純 資 産 の 部 合 計 20,072
負債及び純資産の部合計 456,371

中間貸借対照表(平成26年９月30日現在) (単位：百万円) （平成26年4月1日から　）　平成26年9月30日まで

１．事業年度
毎年４月１日から翌年３月31日までの１年といたします。

２．株主総会
定時株主総会は毎年４月１日から３ヵ月以内に招集し、臨時株主総会は、必要があるときにこれを招集いたします。

３．定時株主総会の基準日
定時株主総会の議決権の基準日は、毎年３月31日といたします。

４．剰余金の配当の基準日
期末配当の基準日は毎年３月31日といたします。中間配当を行う場合には、毎年９月30日を基準日といたします。

５．単元株式数
単元株式数は、1,000株といたします。

６．株式事務取扱場所
⑴株主名簿管理人　東京都中央区八重洲一丁目２番１号　みずほ信託銀行株式会社
⑵同事務取扱場所　東京都中央区八重洲一丁目２番１号　みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
⑶郵便物送付先　〒168－8507　東京都杉並区和泉二丁目８番４号　みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

　（電話照会先）フリーダイヤル0120－288－324（ご利用時間 ９：00～17：00 土・日・祝日を除く）
⑷同取次所
　みずほ信託銀行株式会社　全国各支店
　みずほ証券株式会社　本店、全国各支店および営業所
　株式会社福邦銀行　本店および各支店

７．公告方法
福井市において発行する福井新聞に掲載いたします。

　平成26年３月31日現在の１単元(1,000株)以上保有の株主様に次の株主優待を実施しております。
�　金利上乗せ定期預金

ご利用期間 平成26年７月１日～平成27年６月30日

株主の皆さまへ

株式のご案内

株主優待について

(単位：百万円)

第107期中間財務諸表(単体)
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ふるさと福井県とともに
～ＴＯＰメッセージ～
ふるさと福井県とともに
～ＴＯＰメッセージ～

・業績ハイライト　・中間財務諸表　・株主の皆さまへ

地域経済活性化のために
ドンと来い！ふくほうがまとめて解決提案

充実したライフプランのために
ふくほうの生活応援サービス

ふるさと活性化のために
ふくほうの輝く女性

特 集

ふ
く
ほ
うだより

特
集
①

特
集
②

特
集
③

第１０７期営業の中間ご報告
〔中間ミニディスクロージャー誌〕
平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日まで

ふくほうのシンボルマーク
グリーンの三角は地域の発展を示し、白とグリーンで円を描いている部分は、
皆様と当行のふれあいを表しております。この三角と円のハーモニーによっ
て全体にイメージされる「Ｆ」のデザインは、地域と皆様の繁栄に貢献し、
未来永久に幸せをもたらしていきたいという当行の決意を示しております。

発行／平成26年12月
編集／株式会社 福邦銀行 企画部
〒910-0023  福井市順化1-6-9
TEL／0776-21-2500（代表）
http://www.fukuho.co.jp
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編集／株式会社 福邦銀行 企画部
〒910-0023  福井市順化1-6-9
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表紙写真：越前打刃物
越前打刃物は、700年の伝統と磨きぬかれた匠の技が高く評価
され、昭和54年に刃物産地としては全国で最初に伝統的工芸品
の指定を受けております。その伝統的技法は国内のみならず海
外でも高く評価されるなど、進化を続けております。
(写真提供：越前打刃協同組合)
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